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j カマラシーラは iVJad hyarnaktllukaにおいて白、他、自他の-....、無悶からの不全ー起を、
また離一多性などを立証凶とする無自性の論証に先立って凶巣関係 (karyakaral)a-
bhava) の問闘を吟味している。それはプラマ、ーナ、すなわち直接知覚としては感官
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vcdanal、肉果関係 (karyakaranabhava)、ダjレマキ、ルティ (Ohar 
makirtil 
後期中観派の自己認識に関する悶果関係の吟味(森山清徹)
ディグナ ガは、 Pramanωamuccaya(PS)においてプラマーナは直接知覚 (pratyakE;a)

























































































ハゾパドラが AAAで黒う麗点であるが、特に ιは、シャ…ンタフクシタが SDPで、
ている点であり、 P‘及びEはカマヅシ…うが、 Mal して1，;:>る るG
A.直接知覚と鏑念知





能取の形象も白己認識として論じている o *' ィグブーガは自己認識の特徴を次の通り述べ
ている。
PSV 
gal te 'dod chags la sogs pa ran pa'i mnon sum 計nna， rtog pa 'is忠告 pa'拍 mlIon
sum du 'gyur ro sh日間， de ni bden te rt叩 pa'anrari rig凶ddu 'dod， don la ma yin 







交会幹郎総主義 苦戦発‘ (20似王手 3fニ1) 
るからであるα
これそ受け、ダルマ今一Jレディ i土、 PVIむ (287) ドの表現そしている g


























ni，;ipatter apar説dhlnamapi karyarh svahctutal:1l 
sambadhyate kalpanaya kim kathancana /:J:lj 





















svabhavato 'nty均 pratyayã~ saha j孟yantek号aI]ikaye与語rhprãkpasc滋tp~thagbhãvo
nasti yebhyas凶 nantararhk溢ryamutpadyate， tatraikarthakriyaiva sah設karitvam.HB 
p.l1， 20~23) ilfiJ 
この科部 (ksana)のレペルで考えられる思果関保の成立の是非を以下ぞ治す譲りシャーン


















tasmad dvirupam制 tyekarh yad evam anubhuyate I 
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sapi tadrupanirbhasas tatha niyatasarhgam時/









rar't rig pa i'!id du yar'l 1'0. ci'i phyir she na， gar't phyir ma myoIl bar 'di med. (PS v.ll 



























































AAA p.268，15" 18 sv出 arhvedanatah
purvak与al)abhavij員anamatmanarh paricchinatty eva. uttarak明l)abhavyapi tad idam as-
























いるからである。 (SDP28a7-b2=AAA p.268， 21-25 tad ayuktam事 idamasmad anantaram 
iti yato na svasarhvedanat sidhyati tasyavikalpitavi号ayatat.napi ji'1anantareI)a siddhikal-
pana yukta nirakar句 asak亘reI)aca paricchedayogat. paricchede varthantararh ji'!anasya 
vil，:ayal] prapI)oti. sa ca ne従obhavadbhir grahyatvanupapattel]. na ca tenaiva j日 nadvay-





(AAA pp橡268，26-269，1syad巴tadsvasa巾vedanadeva purvake jnane町hyam句ekaryarh 
praty anantaryarh karaりatmakarhgrhltarh tathantarasminn api jnane grhyamane kary亘t-










[問果関係を]認識することはない。したがって、 (AAA p覆269，2-6 naitad eva巾 yasmaj
janyajanakasvabhavasambandhollekhena vastudvayagrahaI)at karyakaraI)abhavo niscIto 
na tv anantaryamatragrahaI)at. itarath亘highatagrahaI)anantararh pa!agrahaI)e sati tad 
日
後期中観派の闘己認識に関する因巣関係の吟味(森山清徹)
gatanantaryamatraparicchedat karyakaral)abhaval.l syat na ca svasaIhvedanasyavikal-
pakatvena purvaparabhutavastusambandhollekhena grahal)am asti. tasmad) 
これ(結果)は、それ(原悶)の直後に生起すると確定きれない場合、因果関係が確定され
ることは不合理であるロ過大適用の過失となるからである Q (SDP 8b2 = AAA p.269，6-8 idam 







(AAA p.269，8-9 ata eva asmad anantaram idarh bhavatiti vikalpo 'pi notpadyate anub-
havaniscayabhavat k号al)ikatvadivikalpavaditi.) 






















nanu cagner iva gavasvader apy anantararh kadacid dhumo bhavati tat katham anan. 
taryarh na vyabhicari ity aha anyanantarabhave'pftyadi / na hi vayam anantaryamatrarh 
karyakarar:tabhavadhigatinibandhanarh brumal) kirh tarhi yan niyatam / ta出ahi yasyai. 
vanantararh yad bhavati tat tasya karaI)am i~yate / na ca dhumo gavader evanantararh 






































1 -2-4. [自己認識と因果の把握] (P203a37， Dl85b26) 




1 -2-5“[因と果の必然関係の吟味] (P203a7B， Dl85b6) 
相前後する知識であっても必然関係が認められないなら、困果関係は成立しない。
1 --2-5-L [心識の連続性 (sa出tana) と悶果関係の吟味] (P203a人ザ， D0185げー186a2)




れによって同呆関係を確定し得ない。自己認識としての決定知 (gtanla 'bebs pa'i s出 pa)
が作用する時には、因果の二は過去のものとなっているから、自己認識によって因果関係は成
立しないU








v. Madhyamakiiloka (P202a7-203b5， D184b7-186a3) 和訳研究
1 -2-1. [無三角Iとしての自己認識の吟味]
[反論]















































bo ilid tsam shig)である問。
「答論]
そうであるならば、直接知覚は個別相 (svalaksana) を対象とするものではない(.九概念

































結びつき (kuntu 'bre1 pa)が認められない場合も、困果関係は認められない。[その場合
でも因果関係を認めるなら]過大適用の過失となるからである。
1 -2-5-1. [心識の連続性 (sa出tana) と因果関係の吟味]
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(3) cf NB 1.8-1.11. 




(7) cf PVIII (180)、戸崎 (1979)p.280. 
(8) 本稿V
(9) cf森山 (2004b)
(10) NB1.4， PVin.p.40，2.， TS1213a 
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(1) Hattori (1968) p.27.，戸崎 (1979)pp.337…338 fn. (1) 
(12) 戸崎 (1979)p.381. 
間戸崎 (1979)p90. 
(14) PVP D134b4.5 
(15) cf桂 (1983)p.103F“ 
同 桂 (1979)p.107下に訳出きれる。
(17) cf Hattori (1968) pp.29-30，戸崎(1985)p.52. 
(1B) 戸崎 (1985)pp2021. 
回戸 崎 (1985)p.75-77. 
(加1) ~1ãl 和訳1-2-4. 参照





(26) 戸崎 (1985)p.78 
(訂)森山 (1993)p.34にすでに発表したものであるが、 AAAを全体的に訳出し検討を加えたもので
あるロ
(却 cf PVIl (325)，戸崎(1985)pp.8-9. 後に起こる知により自己認識としての因果関係が確定き
れることが示きれる。 cf本稿 V.資料 Mal，fO訳研究1-2-5-1.
(扮 G.Jha(1937) (1986) pp.309 -310.，清点 (1983) に訳出きれる。
(30) 森山(1987)pp.24-35. 
(3U ディグナーガの見解を受けるダルマキールティを指すと思われる。
(32)森山 (2000)p.476， 151). 
(却 この内容に相当する主張は、前註に示した箇所に続く部分に、また Malの他の部分においてシ
ャーキャプッディが所取能取の形象を欠いた無二知としての自己認識の真実を主彊する際、シ
ャ キャプッティの対論者が、反論を提示する中に見られる。森山(1987)p.42 [1 ] cf PVT 
(3) P251a6…b1 
(刈 cf PV1lI357，戸崎 (1985)ppA3-44..:::は、県ーな知に種々な形象が顕現することの矛盾が指摘
きれるロ
(35) cf PV1I330-331， 337， PV1I1353，戸崎 (1985)pp.14…15， 20-21，判官









仰) このことは直接知覚 (pratyak~a) は概念知 (kalpana) を離れたものである、というディグナ
ーガの、またダルマ牛ールティの直接知覚の定義に矛盾する、ということを指摘す民るものであ
る。 cfPS k.3c. mI.on sum rtog pa daI. bral ba Hattori (1968) Text♂p.l76-17.，Tr. p.25.，戸
崎 (1979)pp.202-203.，本稿 (10). 
削 D rtog pa， P rtogs paであるが、 Dによって読む。
(42) cf PSV ra凸gimtsha口百idkyi yul can ni mI.on sum yin la spyi'i mtshan nid kyi yul can ni 
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ε ャーキャプッディも悶様に主張するロ森山(1987)p.42. cf PVT (8) P252b3-253al， D204b6 
倒
205a3 






tasyavikalpitavi~ayatvat (AAA p.268， 27) 
側 cf pvm (380)第三の知によって第二の知が決知きれることをいっているのであろうかo cf戸
崎(1985)p.65. 
心識の連続 (sa血tana)により火から煙が生起するという因果関係が確定されることは、本稿
(5I) 
II.E-2. 
(SJ) cf本稿II.D-2.
〔付記〕
本論文は、平成14年度悌教大学特別研究費助成による研究成果の一部である o
(もりやま せいでつ仏教学科)
2003年10月15日受理
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